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このマークの記事は、関連
写 真 を「 市 公 式 フ ェ イ ス
ブック」で公開しています。
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　２月 19 日にアルテピアで開催された「農
林水産祭『優秀農林水産業者に係るシンポ
ジウム』」に出席し、むらづくりに関する
パネルディスカッションを行いました。
　若者の力、地域教育の大切さ、背伸びし
ない取り組み方など、中山間地域を維持し
ていくための方策について有意義な意見交
換の時間となりました。

事例に学ぶむらづくり
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　第 18 回目となる安来まちゼミ。安来商工会議所
が主催し、市内の事業者が講師になって専門知識や
プロの技を伝授する少人数制のミニ講座です。
　２月９日㈰に矢田醤油店で開催されたのは、ＨＥ
ＡＶＹＭＥＴＡＬと暗黒の芋煮会デスと名付けた芋
煮会。市内外から７人（３組）のヘビメタファンと
まちゼミファンが参加しました。
　本場山形で習ってきた芋煮は、もちろん矢田醤油
で味付けされ、参加者からは「美味しい。温まる」
と大好評でした。

▲のどかな芋煮会に見えますが、ＢＧＭはヘ
ビィメタル。重低音が響いています。
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　このほど開催された「第 21 回お米日本一コンテ
ストｉｎしずおか」で、安来市の米農家が島根県勢
初となる最高金賞を獲得しました。
　受賞者は、鷹入山周辺地域の米農家グループ「鷹
入山ブラザーズ」の小原浩

ひ ろ な が

詠さん。受賞米は「ゆう
だい 21」という品種で、粒が大きく、ねばりがあ
るのが特徴です。
　小原さんは「長年目指してきた夢が叶い、嬉しく
思っています。今後も継続し、お米で安来市を盛り
上げていきたいです」と意気込みを語りました。

▲賞状・トロフィーを持つ小原さん。最高金賞
は上位６点で、今大会は応募総数 567 点でした。
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　安来節演芸館千軒楽市のマルシェイベントで行われ
た「焚き火トーク」。焚き火と珈琲やおにぎり、揚げ
物などを楽しみました。あいにくの雪が、焚き火と温
かい飲み物を一層温かく、ほっとする時間を過ごさせ
てくれました。　　　　　２月 22 日：安来節演芸館
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▲ライトで照らすと足跡が出現。侵入経路など
が分かる重要な手がかりです。

　安来産の農畜産物が一目でわかるようデザインさ
れた「やすぎを、食べよう」ロゴがグッズ化され、
２月 26 日に今春高校を卒業する市内２校の卒業生
へ贈られました。
　進学や就職で地元を離れることが多い世代が「安
来を思い出すきっかけになってくれるといい」と期
待が込もっています。
　無農薬や CO2 を削減する包装資材を使用するな
ど環境に配慮された農産物には、このロゴシールが
貼られ、市内の直売所で販売されています。

　安来警察署による「やってみよう！警察官 !!」が、
２月 24 日に安来中央交流センターで実施されまし
た。同署は、体験を通じて職業選択の幅を広げてほ
しいと、まちゼミの講座を初開設しました。
　講座では、パンが盗まれたという設定で事件捜査
を模擬体験。指紋や足跡を採取したり、聞き込みを
したりしながら犯人役の人物を探し出しました。参
加した糸原幸希人さんは「まちゼミの中で特に興味
を持ったので参加しました。指紋を採取できたこと
が楽しかったです」と笑顔を浮かべました。
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　２月７日に学習訓練センターで、今年就職する市
内の高校の生徒を対象とした「島根県就職内定者合
同研修」が行われ、34 人の生徒が参加しました。
　まずは入社１年目の安来高校・情報科学高校卒業
生２人が講演。仕事への心構え、休日の過ごし方な
ど自らの体験談を語りながら、新たな生活を前に不
安を持つ後輩達にエールを送りました。心をサポー
トする講演の後は、地域学講座にビジネスマナー基
礎講座。社会人なら知っておきたい安来市の知識や、
魅力的な社会人の所作を習得しました。

▲先輩社員２人が共通して大切と語る「コミュ
ニケーション」。基本、されど難しいものですね。
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▲ JA やすぎの中尾本部長（中央）から安来高
校の伊藤校長（左）へ缶バッジを進呈。
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　２月２日にアルテピアで、安来の歴史文化を物語
る「安来今昔物語」の公演がありました。
　講談師の玉田玉秀斎さん・アコーディオン奏者の
かとうかなこさんと共演したのは、語り部隊（市民
参加）、安来節保存会、月の輪神事奉賛会の皆さん。
　語り部隊として参加した１人は「講談に興味が
あって参加しました。複数人で行うため、張り扇の
タイミングを合わせることが難しかったです」と練
習での苦労、プロの講談師から指導を受ける貴重な
体験への喜びを振り返りました。

▲公演作は、玉田さんが市内の 14 団体にイン
タビューし作り上げたオリジナル作品です。


